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RSNPを活⽤したロボットサービスコンセプトの提案



■背景
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移動⽀援ロボットの概要

視覚障害者の鉄道利⽤には様々な困難や危険がある
・柱、階段などの構造物
・混雑時の⼈の流れ
・ホーム縁端部

困
難

・利⽤番線の判別
・ホーム上での階段検出

危
険

l 鉄道事業者は、施設・設備をバリアフリー化することで対応。しかし、全てを改善することは
難しい。

l 施設・設備のバリ アフリー化が整ったとしても、視覚障害者が最も安全かつ確実に移動する⽅
法は、晴眼者による誘導を受けることである。

■コンセプト
施設・設備等のハード⾯のバリアフリーに依存せず、視覚障害者が歩⾏している際に周囲⼈々が
配慮できる駅環境を実現するために、RANPを活⽤した移動⽀援ロボットを提案する。
基本コンセプトは、下記の通り。
l 視覚障害者の存在を周囲の⼈に知らせて⼿助けや配慮を促す
l 周囲の⼈が⾃ら動きたくなる気持ちを喚起させる
※コンセプトおよびロボット動作の設計にあたっては、岡⽥美智男の提唱する“弱いロボット”の概念を⽤いる。



ICカード

RSNP

・駅内のロボットが連携し利⽤者を⽬的の乗⾞⼝まで案内。
・駅内移動時の障害物(⼈・構造物)の回避。
・ホーム上での危険アナウンス。
・緊急時に駅係員への通話・呼び出し。改札の通過

ロボットを
呼び出す

⽬的の駅へ共有

・RSNP経由でロボットへの指⽰・利⽤者情報がそれぞれ
当駅のロボット、係員へと届く。
・それらに則り、サービスを⾏う。
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移動⽀援ロボットのシステム概要

→ どんな⼈が利⽤したのか。
→ 緊急時の対応。
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移動⽀援ロボットの利⽤イメージ
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モータ

ＩＲセンサ

超音波センサ

Arduino・バッテリ
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移動⽀援ロボットのデザイン外観とハードウェア構成
■デザイン外観 ■ハードウェア構成

マイク
スピーカ

カメラ


